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《学年末テスト終了》
中学校生活最後の校内テストが終わりまし

た。冬休み学習した力は発揮できたでしょうか。

また、提出物も期限内に出せたでしょうか。

ひとつひとつのことをしっかりと行っていくことがこ

の三学期は大切になってきます。

次々と行うことがあり、忙しいかもしれませんが、

くれぐれも「心を亡くす」ことにならないようにしてい

きましょう。

《出願指導・面接指導》
今日から、受験する私立・専修学校ごとに集

まって、出願指導、面接指導、事前指導が行

われます。

①出願指導

どのメンバーで、どのようなルートで出願に行く

のかを打ち合わせします。なので、この指導がある

日までに、一人一人が受験校までのルートを調

べておかなければなりません。そして、電車やバス

代がいくらいるのかも調べてください。

それぞれが調べたルートで一番適切なものに

一本化して、みんなで出願に行く計画を立てま

す。

②面接指導

私立受験・公立受検にかかわらず、必ず一

人一回は面接指導を行います。

今まで受けてきた面接学習を思い出して、本

番のような形式で行います。事前に冊子「新

面接の答え方」を読み、質問事項に対して

の準備をしておきましょう。

③事前指導

試験当日の注意事項を確認します。当日は

公共交通機関（電車・バス）などを利用します。

おうちの人に送ってもらおうと考えている人もいた

かもしれませんが、渋滞などで遅刻した場合は、

入試での特別な措置は全くありません。

一方、公共交通機関を利用するメリットは時

間に正確ということです。そして、何かあったときも

公共交通機関を利用していたとあれば、何らか

の措置をとってくれる可能性があるからです。

ただし、時間に余裕を持って利用することは忘

れずに。このような、持ち物、服装、時間、ルート

などの確認をします。

これから始まっていく指導では、必ずメモをとる

ようにしてください。

自分にとって大切な情報ばかりです。「あとで

友達に聞けばいいや」というのはもう通用しないこ

とばかりです。入試は、学力をはかるだけでなく、

時間に間に合うか、身だしなみはどうかというよう

な生活の様子も見られるのです。

《進路の豆知識⑬》

～時計がない！？～
受験する学校によっては、会場に時計がない

場合があります。「えっ！試験の時間配分がわ

からないじゃん」と当日分かってからでは、遅いで

すね。どうすればいいか…

簡単なことです。自分で腕時計を持って行く

のです。しかも、アナログ式のものがベストです。

デジタル式のものは計算機能がついていたりと

様々な機能がついていて、受験校側が許可しな

い場合もあります。

また、公共交通機関を利用する場合にも時

計は必要ですね。これからは、自分で時計を見

て行動できなくてはなりません。

しっかりと受験する学校の要項を読んで、準

備を進めていきましょう。



進路担当より

これからは、体調管理も大切です。

この時期は、インフルエンザが流行し始めます。

必ず、手洗いうがいをして自己防衛に努めましょ

う。


